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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 9,572 △12.1 325 ― 99 ― △362 ―
22年3月期第2四半期 10,894 △17.8 △98 ― △679 ― △529 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △36.32 ―
22年3月期第2四半期 △53.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 16,015 1,813 11.0 175.88
22年3月期 17,307 2,217 12.5 216.17

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,753百万円 22年3月期  2,155百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 1.50 ― 1.50 3.00
23年3月期 ― 1.50
23年3月期 

（予想）
― 1.50 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,900 △12.0 600 ― 300 ― 250 △66.3 25.07



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する
定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「2.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 10,500,000株 22年3月期  10,500,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  527,807株 22年3月期  527,329株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  9,972,352株 22年3月期2Q  9,972,947株
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   当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部で景気の回復がみられたものの、円高のさら
なる進行や、デフレ基調の影響により、先行きが不透明な状況の下で推移してきました。 
 ハイヤー・タクシー業界は、景気停滞による法人及び個人の利用減少が続き、厳しい環境のもとにあ
りました。このような情勢のもと、当社は安全輸送への努力と利用者のニーズに対応し、グループ内の
主要タクシー事業所がAランク及びAAランクの格付け（事業者評価制度）及びグループ内の全事業所で
グリーン経営認証（環境対応度評価制度）を維持してまいりました。 
 さらに最重要課題として進めております、収益構造実現のための「中期経営計画」の当第２四半期連
結累計期間末における進捗状況は、次のとおりとなっております。 
 ハイヤー事業におきましては、採算化交渉による顧客の絞込みを計画的に推進したと共に、事業所の
統廃合による合理化を進めた結果、銀座営業所と日比谷営業所の２営業所体制に整え、ハイヤー営業車
両は平成22年９月末日現在216台となっております。 
 タクシー事業におきましては、東京のタクシー業界全体として認可台数の削減を掲げており、当社グ
ループといたしましては、平成22年９月末日現在140台減車し800台とし、稼働率の向上に努めるととも
に、収益向上のための各乗務員の特性を分析した個別チェックリストによる安全順法運行及び営業指導
を継続して実施しております。 
 なお、平成22年８月に府中営業所を立川営業所に、平成22年９月に王子営業所を江東営業所にそれぞ
れ統合しております。 
 その他、自動車運転教習を事業としている㈱大和自動車教習所におきまして、教習生の入所者数減少
等から平成22年1月31日付で閉鎖しております。自動車整備事業におきましては、大和自動車㈱におけ
る整備工場体制の廃止と共に、当社に整備体制を構築し、整備要員の削減と効率的配置を図っておりま
す。 
 当第２四半期連結累計期間の売上高は9,572百万円と前年同四半期比12.1％の減収となりましたが、
経費面においては、人員削減とともに賃金基準の改定を実施し、人件費を含めた諸経費の削減により、
営業利益325百万円（前年同四半期は営業損失98百万円）と改善しております。  
 営業外収益31百万円（前年同四半期比44.8％減）、営業外費用257百万円（前年同四半期比59.6％
減）を計上し、経常利益は99百万円（前年同四半期は経常損失679百万円）となり、資産除去債務会計
基準の適用に伴う影響額229百万円等を特別損失として計上した結果、四半期純損失は362百万円（前年
同四半期は四半期純損失529百万円）となりました。  
 セグメントの業績は、次の通りであります。 
 ①旅客自動車運送事業 

 旅客自動車運送事業では、ハイヤー売上高は当社「中期経営計画」推進による採算顧客への絞込
みによる減収、タクシー売上高は平成22年４月以降の減車に伴い減収となり、旅客自動車運送事業
売上高は7,400百万円（前年同四半期比13.9％減）となりましたが、収益力強化と合理化を進め、
営業利益は245百万円（前年同四半期は営業損失212百万円）となりました。 

 ②不動産事業 
 不動産事業では、五反田大和ビル(平成21年９月)、平成22年３月の銀座大和ビル及び渋谷大和ビ
ル売却による賃貸売上高の減収により、不動産事業売上高は313百万円（前年同四半期比36.8％
減）、営業利益は24百万円（前年同四半期比79.5％減）となりました。 

 ③販売事業 
 自動車燃料販売部門では、原油価格の上昇により売上高は増加し、企業収益の減少、タクシー業
界の減車等の影響を受け販売数量は減少しておりますが、顧客へのきめ細かいサービスの提供に努
めてまいりました。金属製品製造販売部門は、生産効率向上効果とともに、ＩＳＯ9001を継続取得
し製品の品質向上を進めております。その結果、販売事業売上高1,846百万円（前年同四半期比
13.5％増）、営業利益は78百万円（前年同四半期比48.0％増）となりました。 

 ④その他事業 
 自動車運転教習事業は平成22年１月31日付で閉鎖し、自動車整備事業は大和自動車㈱における整
備工場体制を廃止し、整備要員の削減と効率的配置を図り作業効率向上と経費削減に努めてまいり
ました。その結果、その他事業売上高は11百万円（前年同四半期比93.4％減）、営業損失は12百万
円（前年同四半期は営業損失29百万円）となりました。 

（注) 売上高に消費税等は含まれておりません。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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  当第２四半期連結会計期間末の資産合計は16,015百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,292百万

円の減少となりました。これは現金及び預金が501百万円減少するなどの結果、流動資産が799百万円、

また土地が335百万円減少するなどの結果、固定資産が492百万円減少したことによるものであります。

 また負債合計は14,201百万円となり、前連結会計年度末に比べ888百万円の減少となりました。これ

は未払費用が454百万円、未払法人税等が95百万円減少するなどの結果、流動負債が591百万円減少、ま

た資産除去債務300百万円などが増加する一方、長期借入金が590百万円減少するなどの結果、固定負債

が296百万円減少したことによるものであります。 

 純資産は四半期純損失362百万円を計上した影響もあり前連結会計年度末に比べ403百万円減少の

1,813百万円となりました。 

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の12.5％から11.0％に減少しております。 
  

  

景気悪化による法人および個人の利用減少など、当社グループの経営環境は引き続き厳しいものが予想
されますが、収益構造実現のための「中期経営計画」を進めており、現時点では平成22年５月17日発表の
業績予想について変更はいたしません。 
 なお、今後の状況次第で業績予想の修正が必要になった場合には、速やかにお知らせいたします。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 
  

１. 会計処理基準に関する事項の変更 

①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 
 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年
３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20
年３月31日）を適用しております。 
 これにより、営業利益及び経常利益が12百万円減少し、税金等調整前四半期純損失が241百万円増加
しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は330百万円であります。 
②「企業結合に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月
26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開
発費等に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関
する会計基準」(企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」(企業会計基
準第16号 平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企
業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

２．表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係）  
「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、第１四半
期連結累計期間より、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 
前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取車検費用」は、

営業外収益総額の100分の20を超えているため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記しておりま
す。なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取車検費用」は７百
万円であります。 
前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取車検費用」は、

営業外収益総額の100分の20を超えているため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記しておりま
す。なお、前第２四半期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取車検費用」は３百
万円であります。 

  

該当事項はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,575 3,076

受取手形及び売掛金 1,260 1,467

有価証券 0 0

販売用不動産 19 20

商品及び製品 31 27

仕掛品 0 1

原材料及び貯蔵品 42 50

その他 261 340

貸倒引当金 △14 △8

流動資産合計 4,177 4,976

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,674 3,602

土地 6,838 7,173

その他（純額） 582 679

有形固定資産合計 11,095 11,455

無形固定資産

その他 63 64

無形固定資産合計 63 64

投資その他の資産

その他 812 921

貸倒引当金 △133 △111

投資その他の資産合計 678 810

固定資産合計 11,837 12,330

資産合計 16,015 17,307

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 694 725

短期借入金 1,299 1,218

未払法人税等 133 229

賞与引当金 53 62

その他 1,391 1,928

流動負債合計 3,572 4,164

固定負債

社債 30 40

長期借入金 8,405 8,996

退職給付引当金 531 524

役員退職慰労引当金 78 74

負ののれん 5 7

資産除去債務 300 －

その他 1,276 1,283

固定負債合計 10,629 10,925

負債合計 14,201 15,089
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 525 525

資本剰余金 2 2

利益剰余金 1,496 1,873

自己株式 △263 △263

株主資本合計 1,760 2,137

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6 18

評価・換算差額等合計 △6 18

少数株主持分 59 61

純資産合計 1,813 2,217

負債純資産合計 16,015 17,307
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 10,894 9,572

売上原価 10,197 8,552

売上総利益 697 1,019

販売費及び一般管理費 795 694

営業利益又は営業損失（△） △98 325

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 2 3

負ののれん償却額 11 1

受取車検費用 － 7

その他 40 16

営業外収益合計 57 31

営業外費用

支払利息 152 134

退職給付会計基準変更時差異の処理額 78 76

持分法による投資損失 2 24

シンジケートローン組成費用 396 6

その他 7 16

営業外費用合計 637 257

経常利益又は経常損失（△） △679 99

特別利益

投資有価証券売却益 2 －

固定資産売却益 622 78

貸倒引当金戻入額 1 5

株式割当益 － 47

特別利益合計 626 131

特別損失

固定資産売却損 107 49

固定資産除却損 4 18

投資有価証券評価損 3 0

投資有価証券売却損 18 －

社葬費用 11 －

事業再構築費用 203 －

借入金繰上返済精算金 45 －

金利スワップ解約損 42 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 229

その他 0 136

特別損失合計 437 434

税金等調整前四半期純損失（△） △490 △204

法人税、住民税及び事業税 22 20

過年度法人税等 9 86

法人税等調整額 7 52

法人税等合計 38 159

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △363

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △1

四半期純損失（△） △529 △362
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
 至 平成22年９月30日)

売上高 5,434 4,768

売上原価 5,105 4,233

売上総利益 329 535

販売費及び一般管理費 350 320

営業利益又は営業損失（△） △21 214

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 0 0

負ののれん償却額 5 0

受取車検費用 － 3

その他 27 8

営業外収益合計 34 14

営業外費用

支払利息 78 68

退職給付会計基準変更時差異の処理額 39 38

持分法による投資損失 1 13

シンジケートローン組成費用 396 5

その他 2 11

営業外費用合計 518 135

経常利益又は経常損失（△） △505 93

特別利益

固定資産売却益 622 78

貸倒引当金戻入額 0 2

特別利益合計 623 81

特別損失

固定資産売却損 107 49

固定資産除却損 1 18

投資有価証券評価損 3 0

投資有価証券売却損 5 －

事業再構築費用 203 －

借入金繰上返済精算金 45 －

金利スワップ解約損 42 －

リース解約違約金 － 47

その他 0 20

特別損失合計 410 136

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△292 38

法人税、住民税及び事業税 9 10

過年度法人税等 － △1

法人税等調整額 10 △7

法人税等合計 19 1

少数株主損益調整前四半期純利益 － 36

少数株主利益 0 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △311 36
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △490 △204

減価償却費 274 227

負ののれん償却額 △11 △1

貸倒引当金の増減額及び貸倒損失（△は減少） △2 27

賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △8

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2 7

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △61 3

受取利息及び受取配当金 △5 △6

支払利息 152 134

持分法による投資損益（△は益） 2 24

有形固定資産除却損 4 18

有形固定資産売却損益（△は益） △514 △28

投資有価証券売却損益（△は益） 16 －

投資有価証券評価損 3 0

事業再構築費用 203 －

売上債権の増減額（△は増加） 183 207

たな卸資産の増減額（△は増加） 15 5

前払金の増減額（△は増加） △25 29

前払費用の増減額（△は増加） 20 51

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1 △1

前受金の増減額（△は減少） 6 △12

長期前払費用の増減額（△は増加） △8 △0

仕入債務の増減額（△は減少） △119 △31

未払消費税等の増減額（△は減少） △20 △37

未払費用の増減額（△は減少） △87 △305

預り金の増減額（△は減少） △18 △17

前受収益の増減額（△は減少） △10 1

その他の流動負債の増減額（△は減少） 0 0

長期預り保証金の増減額（△は減少） △37 △1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 229

その他 △4 △239

小計 △544 72

利息及び配当金の受取額 5 6

利息の支払額 △139 △134

法人税等の支払額 △71 △192

営業活動によるキャッシュ・フロー △751 △247
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △107 △76

定期預金の払戻による収入 206 60

短期貸付けによる支出 △2 △4

短期貸付金の回収による収入 6 11

有形固定資産の取得による支出 △151 △101

有形固定資産の売却による収入 819 370

長期貸付けによる支出 － △7

長期貸付金の回収による収入 1 13

投資有価証券の取得による支出 △13 △6

投資有価証券の売却による収入 46 －

差入保証金の差入による支出 △0 △1

差入保証金の回収による収入 2 48

子会社株式の取得による支出 △0 －

その他 23 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー 832 304

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,553 136

長期借入れによる収入 10,060 230

長期借入金の返済による支出 △7,549 △875

社債の償還による支出 △10 △10

自己株式の取得による支出 － △0

セール・アンド・リースバックによる収入 120 －

リース債務の返済による支出 △45 △39

配当金の支払額 △14 △16

財務活動によるキャッシュ・フロー 7 △574

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 88 △517

現金及び現金同等物の期首残高 1,305 2,999

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,394 2,482
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】  

  前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注)１ 事業区分の方法  

  売上集計区分によっております。  
２ 各事業区分の主要な事業内容  
  旅客自動車運送事業 …… ハイヤー、タクシー  
  不動産事業 ……………… 売買、賃貸、仲介  
  販売事業 ………………… 燃料・資材・金属製品  
  その他事業 ……………… 自動車整備、自動車運転教習、福祉 
  

  
【所在地別セグメント情報】  

  前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)  

在外連結子会社及び在外支店がないため記載しておりません。 

  

【海外売上高】  

  前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)  

該当する売上高がないため記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

旅客自動車
運送事業 不動産事業 販売事業 その他の

事業 計 消去 
又は全社 連結

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高

(1)外部顧客に対する 
   売上高 8,596 496 1,626 174 10,894 － 10,894

(2)セグメント間の 
   内部売上高又は振替高 50 221 681 74 1,027 (1,027) －

計 8,646 718 2,308 249 11,922 (1,027) 10,894

営業利益又は営業損失(△) △212 117 52 △29 △71 (26) △98

11

大和自動車交通㈱（9082）　平成23年度３月期　第２四半期決算短信



  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 報告セグメントについては、各事業セグメントを製品・サービスの内容、性質、製造方法、販売方法等

の類似性を勘案して「旅客自動車運送事業」、「不動産事業」及び「販売事業」の３つに集約しておりま

す。 

 なお、各報告セグメントは、以下の開発・製造・販売を行っております。 

 
２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注)１ 「その他」の区分は、自動車整備や福祉等から構成されております。 

２ 調整額の区分は、セグメント間の内部取引に係る消去額及び事業セグメントに直接賦課で 

  きない全社費用であります。 

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３  報告セグメントの変更等に関する事項 

  該当事項はありません。 

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

報告セグメント 主要商品等

旅客自動車運送事業 ハイヤー事業、タクシー事業

不動産事業 不動産売買・賃貸・仲介

販売事業 燃料販売、資材販売、金属製品販売

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)1

調整額 
(注)2

合計
(注)3旅客 

自動車 
運送事業

不動産
事業

販売事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 7,400 313 1,846 9,560 11 - 9,572

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

19 118 709 847 24 △872 -

計 7,419 432 2,556 10,408 36 △872 9,572

セグメント利益又は損失(△) 245 24 78 348 △12 △10 325

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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